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公共事業の効果等について 

 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名： 水源流域地域保全事業 

○ 路線名又は箇所名：藤津郡太良町大字伊福 「伊
い

福
ふく

地区」 

○ 事業の概要 

   工  期：Ｈ１８～Ｈ２０（３ヶ年） 

   事 業 費：１９０，５０３千円［負担割合（国）50％（県）50%］ 

事業内容：治山ダム ３基［コンクリートダム１基、カゴ枠ダム（透水型）２基］ 

本数調整伐（間伐）37ha、除伐（侵入竹林の伐採）23ha、植栽 15ha、 

作業車道 1,503ｍ（幅員 3.0m） 

 

【公共事業の効果等】 

 ○荒廃した渓流の渓岸侵食の防止や不安定な土石の移動防止。 

 ○水源のかん養など森林の持つ公益的機能の向上。 

○森林整備作業や用水路の維持管理の労力の軽減と時間の短縮。 

  

【事業実施前の状況等】 

○当地区の生活用水や農業用水は、地下水や渓流からの流水に依存しているため、干ばつが発生

すると水飢饉に見舞われ、生活や農業に支障を来たしてきた。 

 ○当地域を流れる伊福川は、集水面積が小さく地形が急で、降雨時の流水は一気に有明海へ流出

するため、水不足により農作物の被害に悩まされてきた。 

○山の手入れや森林内を通った用水路の維持管理は、道路が途中までしか無かったため、森林へ

のアクセスが困難であり、これまでは、多大な労力と時間を要していた。 

 ○森林は、間伐等の遅れや竹林の侵入により、荒廃森林に移行しつつあった。 

 このことから、地元の伊福地区より水源流域地域保全事業計画について要望がなされた。 

 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

 ○治山ダムを設置したことにより、不安定な土石の移動防止や渓岸浸食、濁水の改善が図られた。 

 ○森林整備については、本数調整伐（間伐）を行ったことにより、荒廃しつつあった森林が、下

層植生の繁茂によって、水資源のかん養など森林の持つ公益的機能の向上が図られた。 

 ○作業車道を設置したことにより、森林整備作業や用水路の維持管理は、労力の軽減と時間の 

短縮が図られた。 

  

（県民の声） 

 ○渓流の不安定な土石の移動や渓岸侵食が防止され、用水路の取水口において、土石の混入や詰

まりが大幅に減少した。 

 ○用水路の取水口についても「分水仕切」が設置され、満足している。 

 ○作業車道が設置されたことにより、車での森林への進入が容易になり、森林整備作業や用水路

の管理の利便性が大変向上した。 
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公共事業の効果等について 

 

 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名： 水辺空間創出事業 

○ 路線名又は箇所名：寒水川 

○ 事業の概要 

   工  期：平成１６年度～平成１８年度 

   事 業 費：５１，２５０千円 

  事業内容：水辺空間整備（基本構想図、広場、トイレ、河川プール、東屋等） 

 

【公共事業の効果等】 

○  容易に水辺に親しむことができ、地域住民の憩いの場となっています。 

○  整備した広場では、地域の“夏祭り”や“ほんげんぎょう”と呼ばれる地域の伝統行事が執

り行われ、地域コミュニケーションや文化伝承の場となっています。 

○  地域・町・県の３者で管理協定を締結し、適切な維持管理が行われています。 

 

【事業実施前の状況等】 

一級河川寒水川は、その源を脊振山系万谷山に発し、三養基郡みやき町を流れ一級河川筑後川に注ぐ

佐賀県東部地区の河川です。 

事業実施前は、コンクリートの急な斜面の護岸があったため、水辺に近づけるような所ではありませ

んでした。このような中、地域からは、“人と川がつながる水辺が欲しい”、“子供が遊べるような河川

プールが欲しい”といった要望がありました。 

このような状況の中、平成１６年度に「寒水川水辺空間創出事業」に着手しました。 

 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

 本事業により、水辺へのアクセスを容易にすることで、子供でも容易に水辺に親しむことができ

るようになりました。川の中で泳いだり、河畔林の木陰で休息したり、整備した河川プールで水遊

びができるようになりました。 

さらに、本事業で整備した広場は、地域住民の憩いの場となるとともに、地域の“夏祭り”や地

域の伝統的行事である“ほんげんぎょう”等の会場になるなど、地域の行事が開催され、地域コミ

ュニケーションの場となっています。 

 また、維持管理においては、整備工事を実施する前に地域・町・県で管理協定を結び、将来にわ

たり適切に維持管理する仕組みを作り、現在も良好な環境を維持しています。 

 

（県民の声） 

○  子供たちが水辺で魚の観察を行っていたりして、のどかな良い雰囲気です。 

○  水の流れを感じながら散策ができるので、清々しい散歩コースです。 

○  憩いの場として貴重な存在となっており、最近では、他地域からも見学に見えられます。 

○  水辺公園は、地域住民の皆さんの清掃のおかげで綺麗になりました。 
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公共事業の効果等について 

 

 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名： ほ場整備事業 

○ 路線名又は箇所名：兵庫東部地区 

○ 事業の概要 

   工  期：平成１４～２０年度 

   事 業 費：1,110,270 千円   

  事業内容：農地の区画整理 

 

 

【公共事業の効果等】 

 ○農地区画の大区画化などによる営農経費（労働時間）の削減 

 ○農地の排水条件の改善による作物収量の増 

○担い手への農地集積の向上 

○他の公共事業用地の創出 

 

 

【事業実施前の状況等】 

 ○農地の区画が不整形で、道路も狭く、大型農業機械の導入が困難だった。 

 ○農業用水の管理に大変な労力を費やしていた。 

 ○排水不良水田では計画的な作業が進められず、畑作物の導入も困難であり、営農に支障をきた

していた。 

 ○地区内の高齢農家所有農地から担い手への農地集積が進まなかった。 

  

 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

 ○区画が大きくなり、また、農道も整備されたことにより、大型機械の導入が可能となった。 

 ○区画整理、農道、農業用水施設の整備により、労働時間が短縮された。 

 ○排水条件が改善され、畑作物の収量が増加した。 

○担い手への農地集積が進んだ。 

（県民の声） 

 ○農地の区画拡大により、作業効率が向上した。 

○農道の整備等により、大型機械の導入が可能となった。 

○用排水路の整備により、農業用水確保が容易になった。 

○上流から流れ込む排水量も増えたが、下流へ流れる排水量も増えたので、湛水時間が事業実施

前より短くなった。 

○用排水路の法面浸食が進んでいるため、法面の保護対策が必要となっている。 

 ○農業後継者の確保に苦慮している。 
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公共事業の効果等について 

 

 

【事業名、地区名、事業概要】 

 ○ 事業名： 重要港湾改修事業 

○ 路線名又は箇所名：伊万里港久原北地区 

○ 事業の概要 

   工  期：昭和５７年～平成２０年度 

   事 業 費：約３１億円 

  事業内容：航路（－１０ｍ）浚渫工 1,713 千 m3 

       泊地（－１０ｍ）浚渫工 1,661 千 m3 

 

 

【公共事業の効果等】 

 ○事業の効果（１） 

背後圏の伊万里団地が完売 

 ○事業の効果（２） 

   航路を利用する企業活動の活性化 

 

 

 

【事業実施前の状況等】 

 ○昭和４６年伊万里港久原地区は木材加工産業が活況を呈しており、背後地域の木材加工業を対

象とする貨物の輸入が可能な港湾施設の整備が要請されている。 

 ○また、昭和４８年工業団地（伊万里団地）が着工し、楠区地区の開発計画が具体化したことに

より団地を形成する企業が使用する原材料の移入が可能な港湾施設の整備が要請されている。 

 

 

 

【事業実施後の状況や県民の声など】 

○伊万里港背後圏の伊万里団地の分譲が順調に進み、現在では完売している。 

○今回整備した航路を使用する専用岸壁を備えた木材取扱い企業が伊万里港に進出。航路・泊地

が完成し、航行の安全が図られるとともに、航路での行き交いも可能となったことで、専用岸壁

の木材の取扱い量は順調に伸びている。 
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